
（令和３年１０月１日現在）

実 施 日 時 参加者数
講　師・内　容　等 備考（成果等）

５月８日（土）１３：３０～１６：００ １３団体１５名　個人２名 スタッフ４名（全員センター受講）　計２１名

講師：市川靖洋氏（株式会社ボンド　代表取締役）
動画の撮り方と編集作業を、「動画の構図」・「編集
に頼らない撮影方法の紹介」・「アプリによる多機能
の編集方法の紹介」のテーマに沿って学ぶ。

編集に頼らない撮影の方法として「スケッチブックの活用」が紹介され
た。これにより簡単に団体紹介ができるため、やってみたいという声が
多かった。また、講師の配慮により、参加者同士で撮影する方法を取り
やめ、センタースタッフを撮影する形に変更したため、コロナ禍の中で
も、安全を確保して開催できた。高評価だった。

６月２６日（土）１０：００～１２：００ ４団体６名　個人３名　スタッフ３名（全員センター受講）　計１２名

講師：坂田美保子氏（NPO法人湘南NPOサポート
センター長）
市民活動のはじめ方を講義・ワークショップ・事例
紹介で学ぶ。

ワークショップでは具体的な提案や情報提供があり、参加者に有意義
な講座であった。講座終了後、参加者同士で長時間談笑したり、アドレ
ス交換している様子が見られ、本講座をきっかけに新たな連携が生ま
れる可能性を感じた。

８月２１日（土）１４：００～１６：３０

講師：小野利隆氏（一般社団法人SISA代表）

４月２５日（日）１４：００～１５：３０ ５団体6名、1企業1名、個人3名、スタッフ5名（全員オンライン）　計１５名

ゲスト：高梨聡美氏（NPO法人 しえんのまなび舎）
団体の詳しい活動の様子を聴きながら、交流を深
めたり活動に参加するきっかけをリレートーク形式
で開催する。

課題を持つ子どもを支援する複数の団体からの参加者があったため、
意見交換やそれぞれの団体の目指すところなどを共有できたことは有
意義だった。
また、オンライン開催のため、フリートークで和気あいあいという雰囲気
を作るのは難しく、タイミングをみて個別に発言を求める等工夫が必
要。

５月２６日（水）１４：００～１５：３０ ５団体５名、2企業2名、スタッフ7名、行政2名(内オンライン７名)　計１６名

ゲスト： 大畑氏、髙橋氏（ひばり野のなかま達 代
表）
団体の詳しい活動の様子を聴きながら、交流を深
めたり活動に参加するきっかけをリレートーク形式
で開催する。

ゲスト団体としえんのまなび舎が一緒に活動したいという話があがって
いた。また、チラシから情報を入手した方より、ホームページや
FACEBOOK、メルマガから情報を入手した方が多かった。これからは、
SNSを活用して情報発信をすることが有用と考える。

６月２９日（火）１４：００～１５：３０ 4団体4名、個人2名、スタッフ7名、(全員センター受講)　計13名

ゲスト： 小林氏、穂積氏、渥美氏（ごみを活かす
会）
団体の詳しい活動の様子を聴きながら、交流を深
めたり活動に参加するきっかけをリレートーク形式
で開催する。

リレートークが始まる前に流した団体のDVDの他に、展示物もたくさん
用意してもらい、耳だけでなく目で確認できたのは大変良かった。
プランター法・お座敷法・土穴法の体験などを行い、「大変勉強になっ
た。是非自分でもやってみたいし、周りにも伝えたい」との声があった。

③市民活動団体連携・交流事業　　　　合計　５事業実施（３事業中止）、　２２団体、　６３名参加

まちづくりミーティング
リレートーク①

「より良い支援のあり方をみ
んなで考える」

まちづくりミーティング
リレートーク②

「多世代交流で地域を元気
に！ちいき・こども食堂の

目指すこと」

まちづくりミーティング
リレートーク③

「家庭ごみから持続可能な
社会を考える」

令和３年度　ひらつか市民活動センター実施事業一覧

事　業　名　等

①団体支援講座　　　合計　２事業実施（１事業中止）、　１７団体、　３３名参加

②市民活動・ボランティア啓発事業　　　合計　０事業実施（２事業中止）、　０名参加

【中止】
ユースボランティア２０２１

市民活動応援講座①
動画による情報発信講座
「目を引く動画の撮り方・作

り方」

市民活動応援講座②
「市民活動のはじめ方～あ
なたの想いをカタチにす

る!」

【代替企画実施】
市民活動センターまつり

【中止】
市民活動応援講座③
「市民活動とSDGs」

資料２
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講　師・内　容　等 備考（成果等）

事　業　名　等

８月２２日（日）１４：００～１５：３０

ゲスト：棟保　禎彦氏（NPO法人ﾆｯﾎﾟﾝ･ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｲ
ﾌ･ｸﾗﾌﾞ　湘南ブロック（通称NALC）代表）

９月２４日（金）１４：００～１５：３０

ゲスト：臼井 孝氏（神奈川県傾聴赤十字奉仕団 平
塚分団　代表）

４月１４日（水）１８：００～２０：１５ 5団体6名　スタッフ3名　計９名

ゲスト：NPO法人 ぜんしん 理事長 柳川涼司氏
平塚市で4月から協働事業提案の募集が始まる。
協働事業に申請する前に、協働の基本を学ぶ。

ミーティング終了後、ぜんしん、図書館を考える会、手作り紙芝居の会
の話し合いが進み、その後情報交換を進めているようだった。今回の
ミーティングをきっかけに協働の提案が上がることを期待したい。

７月３１日（土）１３：３０～１５：３０ ３団体４名 個人３名 スタッフ3名（内オンライン3名）　計１０名

ゲスト：ママぎゅっと 代表 宇佐美陽子氏・長谷川
氏
日頃の活動や、知っておくと役に立つ内容を学
び、地域社会の課題をテーマに意見交換しなが
ら、参加者同士の交流を図る。

参加者同志、またゲストとのつながりが出来、今後もつながりを持ちな
がら交流したいとの意見が多数あった。
コロナ禍だからこそ繋がりたい、交流したいという市民（ママ達）の本音
も聞け、有意義な会となった。

９月８日（水）１３：３０～１５：３０

ゲスト：斎藤明良氏（災害ボランティアネットワーク
代表）

【中止】
まちづくりミーティング

第３回
「災害支援の現状と防災に

ついて話そう」

【中止】
まちづくりミーティング

リレートーク④
「時を超え 所を越えて 助

け合い」

まちづくりミーティング
第１回

「協働のイロハ」

まちづくりミーティング
第２回

「つながろう、ママたち　～
子育ても！ビジネスも！自

分らしく生きたい～」

【中止】
まちづくりミーティング

リレートーク⑤
「傾聴って何？～今だから
こそ聴き上手になりません

か？～」
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４月１０日（土）１４：００～１６：００ ２団体２名　計２名

令和４年度に実施する市民提案型協働事業の制
度説明会を職員が行った。

提案型協働事業の概要とスケジュール、事例を踏まえた協働のメリット
を説明。

５月１２日（水）１４：００～１６：００ ５団体８名、行政５課１３名　計２１名

新型コロナウイルスの影響により、令和２年度に実
施した、市民提案型３事業、行政提案型２事業の
報告会を行った。

市民提案型の３事業及び行政提案型の２事業、いずれも新型コロナウ
イルスの影響に伴い、制限等を受けたこともあったが、概ね完了できた
ことから、令和３年度も継続して実施することが報告された。

６月４日（金）１４：００～１５：３０ １団体２名、行政２課６名　計８名

令和４年度実施の新規提案事業について、市民提
案型の新規提案団体からの企画提案プレゼン、団
体と行政の意見交換、審査委員からの助言等を
行った。また、市民提案型の一次審査を行った。

市民提案型新規提案１事業が一次審査を通過、行政提案型新規事業
はなかった。
審査委員からの意見を取り入れ、事業提案につながった。

４月２４日（土）１４：００～１６：０５ 発表団体７団体

令和元年度に補助を受けた７団体がパワーポイン
ト等を使用して、補助金をどのように活用し、活動
を実施したのかについて報告した。委員からの質
疑応答や助言、団体からは今後の活動の抱負を
発表した。

委員からの質問やアドバイスを受け、今後の活動への意欲を見せてい
た。
今回は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、団体入替制で実
施し、各団体の報告の様子を取りまとめた報告書を作成し、広く周知し
た。

８月２５日（水）

令和３年度に実施している提案型協働事業６事業
の中間ヒアリングを新型コロナウイルス拡大防止の
ため書面にて確認。
令和３年度に継続実施する事業は、当該報告を審
査に反映。

各事業、新型コロナウイルスの影響を受けていることが確認された。
2事業は縮小もあるが、概ね順調に進捗しており、４事業は事業の遅れ
や一部中止となる事業もあり、制限を受けている状況。

【書面開催】
協働事業

R３年中間ヒアリング

④市民活動推進補助金事業、提案型協働事業関係事業　　５事業実施、　３１名参加

提案型協働事業
意見交換会・

市民提案型一次審査

市民提案型協働事業
説明会

市民活動推進補助金
令和２年度　活動報告会

協働事業R2年度実施
事業報告会


